
 

新潟県県民生活・環境部　県民生活課

（Ｖｅｒ　１．１）

 

 
４ 参考様式集 

 
（１）ＮＰＯと行政の協働事業評価シート 

 

ア 評価シートの記入方法 

協働事業評価シートは、①事業の準備段階、②事業の実施段階、③事業終了後の３段階

について、７の設問（評価項目）が用意されています。以下の手順に従って必要事項を記

入願います。 

評価シート（Excel 形式）は、新潟県ホームページの「にいがたＮＰＯのページ」～ 

「ＮＰＯと行政の協働マニュアル」のページからダウンロードして使用してください。 

http://www.pref.niigata.lg.jp/kenminseikatsu/1226001688000.html 
 

手順① 評価シートの１ページ【事業の概要】に、評価する協働事業の概要を記入します。 

 

手順② 各設問の評価基準（評価にあたっての着眼点）を参考に、それぞれの達成度を０か

ら４までの５段階で評点し、評点欄に記入します。事業の性質、内容等からこの設問

（評価項目）による評価は適当ではないときは「Ｎ」を記入します。 

なお、この評価は、あくまでも、協働の当事者としてのそれぞれの自身の役割を振

り返り、自己評価を行うものであり、行政から見たＮＰＯ、あるいはＮＰＯから見た

行政という協働の相手方を評価するものではありませんので注意してください。 

 

手順③ 「補足内容」欄に、評点の理由，その他明記しておきたい事項などを自由に記入し

ます。 

 

手順④ 「集計表」、評価結果グラフを確認します。（自動計算） 

 

手順⑤ 「自由意見記入欄」には、今回の協働事業を振り返っての全体的な意見や、ＮＰＯ

と行政との協働に関する課題や問題点、また、このＮＰＯ推進事業評価に関する意見

などを、任意に記入します。 

 

イ 協働事業評価シート様式 
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１ 【評価シートの記入方法】

この評価シートは、ＮＰＯと行政の協働事業について、事業終了後に協働の当事者であるＮＰＯと県がそれぞれで自己評価を行う
ためのシートです。

評価は、次ページ以降の１０の設問に対し「Ｏから４までの５段階」で評点するとともに、評点の理由等を補足的に記述し、最後に
集計シートに評点結果を移記します。

事業の性質上、この評価項目による評価は不適当。Ｎ

一部問題はあったものの、概ね達成された。

（達成度：４０％～６０％程度）
２

未着手または達成度が著しく低かった。

（達成度：０～２０％程度）
０

（達成度：２０～４０％程度）１

（達成度：６０～８０％程度）３

十分達成された。

（達成度：８０～１００％程度）
４

事業の性質上、この評価項目による評価は不適当。Ｎ

一部問題はあったものの、概ね達成された。

（達成度：４０％～６０％程度）
２

未着手または達成度が著しく低かった。

（達成度：０～２０％程度）
０

（達成度：２０～４０％程度）１

（達成度：６０～８０％程度）３

十分達成された。

（達成度：８０～１００％程度）
４

評価終了後、必要に応じ協働した当事者間で意見交換を行い、事業実施の際に生じた問題点や課題等を検証し、事業の改善に
つなげます。

２ 【評価シートの活用】

※この評価シートは、宮城県環境生活部ＮＰＯ活動促進室が作成した「ＮＰＯ推進事業評価シート」を参考にさせていただいていま
す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入日

記入者（所属又は団体）

連絡先（氏名）

）

１　事業概要

２　実施内容

ＮＰＯ等： TRUE FALSE ）

行　政：

円

行政：

行政：

ＮＰＯ等：

具体的に
実施した

内容
※「２　実施
内容」は、

時期・場所・
人数など、
できるだけ
数値も交え
て記載して
ください。

事業費

協働した
団体・所属

名

【事業の概要】（基本的な情報）

協働事業名

（法人格：

（協働の形態

役割分担

有 無

地域住民
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評点

評点

１
協
働
の
必
要
性

　ＮＰＯと行政が協働で事業を行うことの意義・効果について、十分に検討しましたか。

評価基準（評価に当たっての着眼点）

・なぜ協働を行うのか（相手方に何を期待して協働を行うのか）が明確化され，
組織内で認識の統一が十分に図られた。

（補足内容：　評点の理由、特記事項などを記入願います）

４・３・２・１・０ ／ Ｎ

評価（下記５段階により評点）

※　左記の評価基準に照らして達成度を４～０の5
段階により評点
※　事業の性質により評価が不適当な場合は
「Ｎ」を記入

　協働する事業の目的や成果を、ＮＰＯと行政の双方が共有できましたか。２
事
業
の
目
的
や
成
果
の
共
有

・解決すべき課題や、事業の成果目標を確認し、共通認識が十分に図られた。

評価（下記５段階により評点）評価基準（評価に当たっての着眼点）

４・３・２・１・０ ／ Ｎ

（補足内容：　評点の理由、特記事項などを記入願います）

・ＮＰＯ、あるいは行政が単独で実施する場合と比べて、協働で事業を行うこと
がより高い事業効果につながるか、十分に検討がなされた。

※　左記の評価基準に照らして達成度を４～０の5
段階により評点
※　事業の性質により評価が不適当な場合は
「Ｎ」を記入

【事業の準備段階】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【事業の実施段階】

評点

評点
４
行
程
・
進
行
管
理

４・３・２・１・０ ／ Ｎ

（補足内容：　評点の理由、特記事項などを記入願います）

評価（下記５段階により評点）

・協働の当事者のそれぞれの立場から、事業の進捗についてチェックを行い、
必要に応じて修整を図ってきた。

・事業の進捗状況について、協働の当事者間で必要に応じた話し合いの機会
を設けるなど、十分に情報の共有が図られていた。

　事業の行程・進行の管理については，適切な役割を果たしていましたか。

評価基準（評価に当たっての着眼点）

３
役
割
分
担
の
共
有

　事業実施にあたっての役割分担が明確に定められていましたか。

評価基準（評価に当たっての着眼点）

・協働の当事者の間の十分な話し合いのもとに、契約等において各々の役割・
責任の分担が明確に定められ、共通認識が図られた。 ４・３・２・１・０ ／ Ｎ

※　左記の評価基準に照らして達成度を４～０の5
段階により評点
※　事業の性質により評価が不適当な場合は
「Ｎ」を記入

評価（下記５段階により評点）

（補足内容：　評点の理由、特記事項などを記入願います）

※　左記の評価基準に照らして達成度を４～０の5
段階により評点
※　事業の性質により評価が不適当な場合は
「Ｎ」を記入
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評点

評点６
役
割
の
達
成
度

　協働を進める上で、ＮＰＯと行政のそれぞれの役割は十分に発揮されましたか。

評価基準（評価に当たっての着眼点）

・協働により事業を行った結果、それぞれの役割は、企画・準備段階での設定
に照らして十分に発揮された。

・企画・準備段階で設定した役割分担は、事業目的の実現に十分有効であり、
結果的に適切であった。

※　左記の評価基準に照らして達成度を４～０の5
段階により評点
※　事業の性質により評価が不適当な場合は
「Ｎ」を記入

４・３・２・１・０ ／ Ｎ

評価（下記５段階により評点）

５
振
り
返
り
の
機
会
の
設
定

　組織内部で，あるいは協働の当事者間で事業を振り返る機会はもたれましたか。

評価基準（評価に当たっての着眼点）

（補足内容：　評点の理由、特記事項などを記入願います）

・組織内部で振り返りの機会を設け、事業の成果や課題について十分に検証し
た。

・協働の当事者間で振り返りの機会を設け、事業の成果や課題について十分
に検証し、記録に残した。

・（行政）ＮＰＯから事業に関連した提言を受けた場合、課題の一つとして捉え
た。

（補足内容：　評点の理由、特記事項などを記入願います）

４・３・２・１・０ ／ Ｎ

※　左記の評価基準に照らして達成度を４～０の5
段階により評点
※　事業の性質により評価が不適当な場合は
「Ｎ」を記入

評価（下記５段階により評点）

【事業終了後】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評点

７
協
働
に
よ
る
事
業
効
果

　協働で実施したことが、より高い事業効果につながりましたか。

評価基準（評価に当たっての着眼点）

・事業の成果目標の達成度、受益者の満足度などから、単独で実施するよりも
協働による事業効果が十分に達成された。

・協働の相手方双方に効果やメリットがあった。

（補足内容：　評点の理由、特記事項などを記入願います）

評価（下記５段階により評点）

４・３・２・１・０ ／ Ｎ

※　左記の評価基準に照らして達成度を４～０の5
段階により評点
※　事業の性質により評価が不適当な場合は
「Ｎ」を記入

【事業終了後】
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評点

4 0

4 0 0 ／8点

4 0

4 0 0 ／8点

4 0

4 0

4 0 0 ／12点

【集計表】

段階 評価項目 小計

事業の準備段階 １　協働の必要性

２　事業の目的や成果の共有

事業の実施段階 ３　役割分担の共有

事業終了後

４　行 程 ・ 進行管理

５　振り返りの機会の設定

６　役割の達成度

７　協働による事業効果 0 0

平均総計

事業の準備段階～実施段階

0
1
2
3
4

１　協働の必要性

２　事業の目的や成果の共有

３　役割分担の共有

４　行 程 ・ 進行管理

評点

事業終了後

0
1
2
3
4

５　振り返りの機会の設定

６　役割の達成度７　協働による事業効果

評点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自由意見】

※　今回の協働事業に限らず、ＮＰＯと行政との協働全般に関する意見、提言等を記入してください。

セル内で改行する場合は「Ａｌｔキー」＋「Ｅｎｔｅｒキー」で改行願います。

【ＮＰＯと行政との協働に関する課題等】

【今回の協働事業を振り返って】

※　各設問に拘らず、今回の協働事業全体を振り返って、気付いたこと、協働の相手方に望むこと等を記入してください。
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